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みらい川崎市議会議員団 川崎市議会副議長

コ
ロ
ナ
禍
を
鷺
沼
再
開
発
事
業
を
深
化
す
る
好
機
に

～
地
域
生
活
拠
点
と
し
て
の
利
便
性
の
向
上
を
追
求
～

◆１９６１年、川崎市幸区生まれ。

駒場東邦高校、中央大学法学部卒業（地方自治、都市政策専攻）

◆国会議員秘書を経て、２００３年川崎市議会議員初当選。

現在５期目。市議会総務委員会委員長、健康福祉委員会委員長、

議会運営委員会副委員長、市議会政策担当者会議メンバー、市監査委員等

を歴任。みらい川崎市議団元団長、現在、健康福祉委員会委員。

２０２１年５月、第４４代川崎市議会副議長に就任。

◆ボーイスカウト川崎第５４団育成副会長、宮前区少年野球連盟顧問、

宮前区ゲートボール協会顧問。原水禁川崎市連事務局長。

◆尊敬する人物／ケネディ－元アメリカ大統領

◆好きな作家／司馬遼太郎、宮城谷昌光 ◆好きな言葉／知行合一

◆長男は独立、妻、二男（２３才）の３人家族。有馬在住。

おだかつひさ（織田勝久）プロフィール

２
０
２
０
年
８
月
に
国
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
危
機

を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
」
を
示
し
、

従
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
「
コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染
症
」

対
策
を
加
味
す
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
再
開
発
準
備
組
合
か
ら
再
開

発
計
画
（
施
設
計
画
や
機
能
）
の
再
検
証
を
行
い
た

い
旨
の
申
し
入
れ
が
市
に
あ
り
、
市
の
取
組
方
針

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
再
検
証
の
見
直
し
の
視
点

国
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
」
の
要
点
は
、
「
三

つ
の
密
」
の
回
避
な
ど
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
に
対

応
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
し
て

①
職
住
近
接
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

②
緑
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
柔
軟
な
活
用

な
ど
で
す
。

◎
地
域
生
活
拠
点
の
深
化

市
は
、
本
再
開
発
事
業
を
宮
前
区
の
「
地
域
生

活
拠
点
の
整
備
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
「
地
域

生
活
拠
点
」
と
は
、
市
民
の
必
要
と
す
る
「
官
・
民

サ
ー
ビ
ス
」
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る
受

け
皿
の
拠
点
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
準
備
組
合
か
ら
は
、
駅
の
隣
接
地
域
に

川崎市議会 副議長(宮前区)

おだ かつひさ

子
育
て
支
援
等
の
整
備
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
区
役
所
、
市
民
館
、
図
書
館
等
の
公

共
機
能
も
整
備
す
る
こ
と
で
、
理
想
的
な
「
地
域

生
活
拠
点
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
「
再
検
証
」
が
行
わ
れ
た

こ
と
で
、
市
民
の
「
利
便
性
の
向
上
」
の
視
点
が

さ
ら
に
深
化
し
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

◎
再
検
証
の
内
容
も
深
化

コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
状
況
の
変
化
を
受
け
て
、

国
か
ら
さ
ら
に
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し

た
都
市
政
策
の
あ
り
方
」「
駅
ま
ち
デ
ザ
イ
ン
の

手
引
き
」
な
ど
が
本
年
に
な
り
公
表
さ
れ
ま
し

た
。「

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
多
様
な
働
き

方
、
暮
ら
し
方
の
選
択
肢
の
提
供
」、
「
駅
・
駅
前

広
場
・
周
辺
市
街
地
を
『
駅
ま
ち
空
間
』
と
し
て

一
体
的
に
捉
え
、
『
駅
ま
ち
空
間
』
を
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
す
る
」
な
ど
と
言
っ
た

内
容
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
要
点
も
、
再
検
証
の

内
容
に
さ
ら
に
加
味
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
駅
舎
の
改
築
も
視
野
に

現
在
の
再
開
発
事
業
計
画
で
は
、
駅
舎
の
改

築
の
方
向
性
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
も
駅
舎
の
改
築
を
お
こ
な
っ
て
、
地
下
通

路
で
は
な
く
、
地
上
に
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
な
ど
を
整
備
し
て
市
民
の
駅
周
辺
で
の
回
遊

性
と
動
線
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

再
検
証
の
結
果
を
受
け
て
、
「
駅
ま
ち
空
間
」

の
充
実
の
視
点
か
ら
可
能
性
を
追
求
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
結
接
駅
と
し
て
の
バ
ス
路
線
の
見
直
し
、

新
設
な
ど
も
課
題
で
す
。

な
お
、
本
格
的
な
工
事
開
始
は
、
２
０
２
４

年
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

「駅まち空間」の回避性・機能連携のイメージ


